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「出版社」の倒産動向（2024 年度） 

当レポートの著作権は株式会社帝国データバンク

に帰属します。  

当レポートはプレスリリース用資料として作成して

おります 。著作 権法 の範 囲内 でご 利用い ただ き、

私 的 利 用 を 超 え た 複 製 お よ び 転 載 を 固 く 禁 じ ま

す。  

「出版社」の倒産動向（2024 年度） 

 

2025 年 3 月の発表は  

2025 年 2 月 28 日（金）午前 9 時  

 

発表日  

本件照会先  

次回調査の公表予定 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2024 年度に発生した出版社の倒産は 3１件、前年度（17 件）の約 1.8 倍となった。２０２０年

度以降 20 件を下回る低水準が続いていたが、ここにきて増加の兆しが見え始めている。ペー

パレス化や電子書籍の普及、ネット専業メディアの台頭の影響を受け、雑誌の休刊・廃刊が相次

ぐなど出版業界の事業環境は悪化の一途を辿っており、小規模事業者を中心に破綻が相次いだ。 

 

株式会社帝国データバンクは「出版社」の倒産発生状況について調査・分析を行った。 

 

集計期間：２０２４年４月１日～2025 年３月３１日まで 

集計対象：負債 1000 万円以上・法的整理による倒産  

  

SUMMARY 

2025/04/08  

コロナ禍以降の低水準期から増加局面へ 

「出版社」の倒産、 

前年度から 1.8 倍に 
森山 玄将 （調査担当）  

帝国データバンク 

東京支社情報統括部  

03-5919-9341（直通）  

情報統括部： tdb_jyoho@mail.tdb.co.jp  
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「出版社」の倒産動向（2024 年度） 

出版社の倒産は過去 10 年で最多水準へ 

 

2024 年度の出版社の倒産は 31 件となり、前年度（17 件）の 1.8 倍に増えた。2020 年度以降は

20 件を下回る低水準が続いていたが、2015 年度以来 9 年ぶりに 30 件を上回り、増加の兆しが見え

始めている。 

この 20 年、ペーパレス化、デジタル化が進んだほか、スマートフォンの浸透で電子書籍が普及。また、

ＳＮＳや動画配信サービスなどで多くの情報が発信され、情報をオンラインで手軽に入手できるようにな

り紙媒体の需要が大幅に落ち込んでいた。加えて、少子化の影響により副教材や主に大学生が使用する

専門書を取り扱う出版社などは、廃業・清算が選択肢として出てきていると聞かれる。 

近年は、紙やインクの価格が高騰し、製造コストが上昇。需要減のなか、わずかな利益で事業を続けて

いる出版社が増えている。実際に出版社の 2023 年度の業績をみると、36.2％が「赤字」となり、過去

20 年で構成比が最大となったほか、減益を含めた「業績悪化」は 6 割を超えた。 

 

今後については、少子高齢化による読者の減少や雑誌出版においてはオンライン広告の普及により広

告出稿も少なくなるなか、紙・インクなどの価格上昇、人件費の増加も加わり、事業環境はさらに悪化し

ていくことが懸念される。印刷や書籍小売など周辺業界も厳しい環境が続くことが予想され、デジタル化

への対応ばかりでなく、DX、IT 化を進めて生産性、流通形態の再編を図るなど、抜本的な対策が急が

れる。 

「出版社」倒産件数と負債総額 (折れ線)の推移  
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